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業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
上記の連結業績予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提や見通し、計画に基づく予想が含まれています。

当該予想と実際の業績の間には、今後の様々な要因によって大きく差異が発生する可能性があります。



１．　２０１５年度第１四半期実績
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主要決算数値
（億円）

14年度 15年度

増減額 増減率

売上高 4,471 9,669 4,624 9,590 152 3.4%

営業利益 266 709 355 705 89 33.4%

経常利益 273 742 365 715 91 33.4%

親会社株主に帰属する
四半期純利益

170 495 207 440 37 21.7%

＜前提＞

ナフサ価格
（国産ナフサ：\/kl）

69,900 70,400 48,800 50,000

為替レート
（相場平均：\/US$）

102 103 121 115

15/3月末 15/6月末 増減

総資産 20,145 20,365 220

自己資本 10,827 11,015 188

有利子負債残高 2,690 2,822 132

Ｄ／Ｅレシオ 0.25 0.26 0.01

1Q実績比較
（対前年同期）上期

　予想*11Q 上期 1Q

*1 2015年5月時点の予想
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連結損益計算書
（億円）

（%は売上高比率）

14年度1Q 15年度1Q 増減 増減率

100.0% 100.0%

売上高 4,471 4,624 152 3.4%
73.4% 70.7%

売上原価 3,284 3,271 -12 -0.4%
26.6% 29.3%

売上総利益 1,188 1,353 165 13.9%
20.6% 21.6%

販管費 922 997 76 8.2%
6.0% 7.7%

営業利益 266 355 89             33.4%

営業外損益 7 9 2
(内、金融収支) (8) (14) (6)
(内、持分法投資損益) (8) (-3) (-11)
(内、為替差損益) (-7) (5) (12)

6.1% 7.9%

経常利益 273 365 91 33.4%
特別損益 -10 -35 -25

5.9% 7.1%

税前利益 263 329 66 25.3%

法人税等 -90 -121 -30

非支配株主に帰属する
四半期純利益

-3 -2 1

3.8% 4.5%

親会社株主に帰属する
四半期純利益

170 207 37 21.7%
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連結貸借対照表

（億円）

15/3月末 15/6月末 増減 15/3月末 15/6月末 増減

流動資産 8,916 9,120 204 負債 9,168 9,202 34

現金及び預金 1,238 1,406 168 流動負債 5,074 5,024 -50

受取手形及び売掛金 3,256 3,102 -154 固定負債 4,094 4,177 84

棚卸資産 3,397 3,636 239 純資産 10,977 11,164 186

その他 1,025 976 -49 株主資本 8,790 8,857 67

固定資産 11,230 11,245 16 資本金 1,034 1,034 -            

有形固定資産 5,025 5,075 50 資本剰余金 794 794 -            

無形固定資産 2,861 2,865 4 利益剰余金 6,993 7,060 67

投資その他の資産 3,344 3,306 -38 自己株式 -30 -31 -0          

その他の包括利益累計額 2,036 2,158 121

非支配株主持分 151 149 -2

20,145 20,365 220 20,145 20,365 220資産合計 負債純資産合計
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連結キャッシュ・フロー計算書

（億円）

14年度1Q 15年度1Q

営業活動によるキャッシュ・フロー① -112 348

投資活動によるキャッシュ・フロー② -180 -151

フリー・キャッシュ・フロー③（①＋②） -291 196

財務活動によるキャッシュ・フロー④ -11 -33

現金及び現金同等物に係る換算差額⑤ -1 12

現金及び現金同等物の増減額⑥（③＋④＋⑤） -303 175

現金及び現金同等物の期首残高⑦ 1,431 1,123

連結の範囲の変更に伴う増加額⑧ 1 63

現金及び現金同等物の期末残高（⑥＋⑦＋⑧） 1,129 1,361
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（億円）

売　上　高 営業利益

14年度1Q 15年度1Q 増減 14年度1Q 15年度1Q 増減

ケミカル・繊維 2,277         2,271         -6           93             174           81           

住宅・建材 1,178         1,221         43           89             68             -22         

エレクトロニクス 358           391           33           40             51             11           

ヘルスケア 590           713           123         78             107           29           

その他 69             28             -40         4               -1             -5           

消去又は全社 -               -               -            -39           -43           -4           

合　　計 4,471         4,624         152         266           355           89           

セグメント別*1売上高・営業利益

*1 2014年度より、これまでの「ケミカル」、「繊維」、 「住宅」、「建材」、「エレクトロニクス」、「医薬・医療」、「クリティカルケア」の7つの報告セグメント区分から、 「ケ
ミカル・繊維」、「住宅・建材」、「エレクトロニクス」、「ヘルスケア」の4つの報告セグメント区分による開示に変更した。セグメントの営業利益は、各セグメント内
の事業間取引の消去を含んでいるため、事業別の営業利益を単純合算した数字とは一致しない。尚、「ヘルスケア」セグメントでは、「医薬・医療」事業および
「クリティカルケア」事業の業績を合わせて開示している。
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事業別*1売上高・営業利益増減要因（１）
（億円）

うち為替因

売上高 1,969 1,941 -28 55       76 -         

営業利益 71 135 64 15       -         207

売上高 309 330 22 13       -         -         

営業利益 22 39 17 8         -         -0       

売上高 1,055 1,099 44 -41     85 -         

営業利益 84 61 -23 -14     -         -9

売上高 123 122 -1 -1       -         -         

営業利益 9 12 3 -1       -         4

売上高 358 391 33 23       -         -         

営業利益 40 51 11 5         -         -5
32

ケミカル -158 86

-         

8         

住宅

繊維

1 -         建材

9

-1

エレクトロニクス 10

14年度1Q 15年度1Q 増減
数量差 売値差 その他差

内訳

コスト差等

*1 2013年度までの報告セグメントと同様の区分で事業別に開示する。
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事業別*1売上高・営業利益増減要因（２）
（億円）

うち為替因

売上高 357 385 28 29 -         -         

営業利益 81 93 11 20 -         -8

売上高 233 327 94 57 44 -         

営業損益 -3 15 18 41 -         -17

売上高 69 28 -40 -40 -         -         

営業損益 4 -1 -5 -3 -         -3

消去又は全社 営業損失 -42 -48 -6 -         -         -         -         -6

売上高 4,471 4,624 152 94 204 -         

営業利益 266 355 89 71 -         164
合　　計

数量差
15年度1Q14年度1Q

売値差

-2       

増減

-         

その他差

-146

内訳

医薬・医療

-7

128     

コスト差等

クリティカルケア

その他

-1 5         

-         

*1 2013年度までの報告セグメントと同様の区分で事業別に開示する。



２．　２０１５年度上期予想
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2015年度上期の業績予想
（億円）

15年度上期

当初予想*1

上期 下期 計 1Q 2Q 計

a 予想 b b-a c b-c

売上高 9,669 10,195 19,864 4,624 4,926 9,550 -119 9,590           -40       

営業利益 709 870 1,579 355 415 770 61 705             65         

経常利益 742 924 1,665 365 405 770 28 715             55         

親会社株主に帰属する
当期純利益

495 561 1,057 207 268 475 -20 440             35         

＜前提＞

ナフサ価格
（国産ナフサ：\/kl）

70,400 56,500 63,450 48,800 50,000 49,400 -21,000 50,000 -600

為替レート
（相場平均：\/US$）

103 117 110 121 120 121 18 115 6

15年度

上期

１株当たり配当金 19円
10円

（予定）

14年度

増減増減
14年度 15年度上期予想

*1 2015年5月時点の予想
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事業別*1売上高

（億円）

14年度 15年度 15年度上期
（参考）

15年度

2Q-1Q

a b b-a c b-c
増減

ケミカル 1,969   2,162   4,131   1,941   1,859   3,800   -331  3,810          -10      -82        

繊維 309      335      644      330      340      670      26      660             10        10          

住宅 1,055   1,505   2,560   1,099   1,461   2,560   0        2,540          20        362        

建材 123      142      265      122      138      260      -5      280             -20      15          

エレクトロニクス 358      382      740      391      389      780      40      800             -20      -1          

医薬・医療 357      375      733      385      355      740      7        750             -10      -31        

クリティカルケア 233      249      481      327      343      670      189    630             40        16          

その他 69        48        116      28        42        70        -46    120             -50      14          

合　　計 4,471   5,198   9,669   4,624   4,926   9,550   -119  9,590          -40      303        

増減 増減

当初予想*2上期
予想

上期1Q 2Q 1Q
2Q

予想

*1 2013年度までの報告セグメントと同様の区分で事業別に開示する。
*2 2015年5月時点の予想
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事業別*1営業利益
（億円）

14年度 15年度 15年度上期
（参考）
15年度

2Q-1Q

a b b-a c b-c
増減

ケミカル 71     149   220      135   155   290 70      270             20      20          

繊維 22     25     47        39     21     60 13      55               5        -17        

住宅 84     185   270      61     159   220 -50    210             10      99          

建材 9      12     21        12     13     25 4        25               -        0            

エレクトロニクス 40     34     74        51     34     85 11      80               5        -17        

医薬・医療 81     66     147      93     47     140 -7      125             15      -45        

クリティカルケア -3     6      3          15     25     40 37      20               20      11          

その他 4      3      7          -1     1      0 -7      0 -        2            

消去又は全社 -42   -36   -78      -48   -42   -90 -12    -80             -10     6            

合　　計 266   443   709      355   415   770 61      705             65      59          

増減 増減
上期
予想

当初予想*2上期1Q 2Q 1Q
2Q

予想

*1 2013年度までの報告セグメントと同様の区分で事業別に開示する。
*2 2015年5月時点の予想
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＜売上高＞ (億円）

ケミカル・繊維 2,277           4,775           2,271           4,470           -6               -305            

住宅・建材 1,178           2,825           1,221           2,820           43               -5               

エレクトロニクス 358              740              391              780              33               40               

ヘルスケア 590              1,214           713              1,410           123              196              

その他 69               116              28               70               -40              -46              

合　　計 4,471           9,669           4,624           9,550           152              -119            

＜営業利益＞ (億円）

ケミカル・繊維 93               266              174              350              81               84               

住宅・建材 89               288              68               240              -22              -48              

エレクトロニクス 40               74               51               85               11               11               

ヘルスケア 78               150              107              180              29               30               

その他 4                 7                 -1               0 -5               -7               

消去又は全社 -39              -75              -43              -85              -4               -10              

合　　計 266              709              355              770              89               61               

上期

a

14年度

14年度

15年度

15年度

上期

a
1Q 1Q

1Q 1Q

1Q
実績比較

上期比較
b-a

1Q
実績比較

上期比較
b-a

上期
今回予想

b

上期
今回予想

b

*1 2014年度より、これまでの「ケミカル」、「繊維」、 「住宅」、「建材」、「エレクトロニクス」、「医薬・医療」、「クリティカルケア」の7つの報告セグ
メント区分から、 「ケミカル・繊維」、「住宅・建材」、「エレクトロニクス」、「ヘルスケア」の4つの報告セグメント区分による開示に変更した。セ
グメントの営業利益は、各セグメント内の事業間取引の消去を含んでいるため、事業別の営業利益を単純合算した数字とは一致しない。
尚、「ヘルスケア」セグメントでは、「医薬・医療」事業および「クリティカルケア」事業の業績を合わせて開示している。

セグメント別*1売上高・営業利益
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３． 参 考 資 料



事業別*1売上高推移

(億円)

13年度 14年度 15年度

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
2Q

予想

ケミカル 1,931 2,039 2,014 1,932 1,969 2,162 2,179 1,933 1,941 1,859

繊維 288 310 301 310 309 335 329 331 330 340

住宅 984 1,400 1,218 1,742 1,055 1,505 1,242 1,716 1,099 1,461

建材 131 147 150 122 123 142 141 114 122 138

エレクトロニクス 365 382 366 337 358 382 399 365 391 389

医薬・医療 383 375 412 356 357 375 397 335 385 355

クリティカルケア 178    198    201    222    233    249    298    327    327    343    

その他 40 40 45 60 69 48 46 43 28 42

合　　計 4,300 4,890 4,707 5,081 4,471 5,198 5,031 5,163 4,624 4,926

17

*1 2013年度までの報告セグメントと同様の区分で事業別に開示する。



事業別*1営業損益推移
(億円)

13年度 14年度 15年度

1Q*2 2Q*2 3Q*2 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q
2Q

予想

ケミカル 102 130 100 57 71 149 180 142 135 155

繊維 22 22 23 18 22 25 26 32 39 21

住宅 66 199 122 242 84 185 119 204 61 159

建材 13 17 20     5 9 12 14     6 12 13

エレクトロニクス 38 55 36 14 40 34 59 10 51 34

医薬・医療 90     74 100 39 81     66 93 27 93 47

クリティカルケア -15   -5     -7     -8     -3     6      24     14     15 25

その他 4 4 2 8 4 3 2 1 -1 1

消去又は全社 -37 -36 -40 -40 -42 -36 -39 -44 -48 -42

合　　計 283 459 356 335 266 443 478 392 355 415

18

*1 2013年度までの報告セグメントと同様の区分で事業別に開示する。
*2 「エレクトロニクス」セグメントにおいて、2013年度第3四半期より連結財務諸表に与える影響が重要となった子会社1社を連結子会社としたことに伴い、

2013年度第1四半期、第2四半期および第3四半期の金額を遡及修正している。
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（億円）

14年度1Q 15年度1Q 増減

固定資産売却益 2                   0                   -2                 

特別利益 2                   0                   -2                 

投資有価証券売却損 1                   -                   -1                 

投資有価証券評価損 5                   -                   -5                 

固定資産処分損 5                   5                   -0                 

減損損失 -                   1                   1                   

事業構造改善費用 2                   2                   -0                 

訴訟損失引当金繰入額 -                   28                 28                 

特別損失 13                 36                 23                 

特別損益 -10               -35               -25               

特別損益
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（億円）

14年度1Q 15年度1Q 増減

四半期純利益① 173            209            36              

その他有価証券評価差額金 86              36              -50            

繰延ヘッジ損益 0                16              16              

為替換算調整勘定 -20            66              85              

退職給付に係る調整額 9                6                -3              

持分法適用会社に対する持分相当額 -2              -2              0                

その他の包括利益合計② 74              121            48              

四半期包括利益（①＋②） 246            330            84              

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 244                328                84                 

非支配株主に係る四半期包括利益 2                   2                   -0                 

連結包括利益計算書
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ケミカル概況

＜概況＞

・石油化学系事業

各製品において原油、ナフサ価格の下落に伴い製品市況
が悪化したが、スチレンモノマーにおいては原燃料価格の
下落がそれを上回り大幅に交易条件が改善したことから、
前年同期比減収、増益となった。

・高機能ポリマー系事業

エンジニアリング樹脂や省燃費型高性能タイヤ向け合成ゴ
ムの販売量が増加し、前年同期比増収、微増益となった。

・高付加価値系事業

イオン交換膜を中心に円安の効果を受け、「サランラップ」
の販売量も増加したことなどから、前年同期比売上高は横
ばいで、営業利益は増益となった。

＜トピックス＞

・三菱化学㈱と水島地区エチレンセンター集約後のエチレン

設備を運営する合弁会社の詳細について合意。（５月）

・自動車向け塗料原料などに使われるヘキサメチレンジイソ

シアネート（HDI）系ポリイソシアネート「デュラネート」の中

国における生産設備の増設が完了し、稼働を開始。（５月）

・川崎製造所において水添スチレン系熱可塑性エラストマー

能力増強を決定。（７月）

1,969 1,941

71

135

0

1,000

2,000

14/1Q 15/1Q

0

50

100

150

（億円）

数量差 為替差
（売値要因のみ）

その他差売値差

売上高増減分析

営業利益増減分析

売上高 営業利益

▲28
▲1.4%

+64
+91.1%

55 -244
86

76

15 -244 86

207

数量差 為替差
（売値要因のみ）

コスト差等売値差
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309
330

22

39

0

100

200

300

14/1Q 15/1Q

0

20

40

繊維概況
(億円)

+22
+7.0%

+17
+74.7%

売上高増減分析

営業利益増減分析

売上高 営業利益
＜概況＞
14年度に新製造設備が稼働した再生セルロース

繊維「ベンベルグ」の販売量が増加したとともに、

人工皮革「ラムース」や再生セルロース長繊維不

織布「ベンリーゼ」などの販売も順調に推移したこ

とから前年同期比増収、増益となった。

＜トピックス＞
・宮崎県延岡市において「ベンリーゼ」の生産設

備の増設を決定（７月）

13 1 8 0

8 1 8
-0

数量差 為替差
（売値要因のみ）

その他差売値差

数量差 為替差
（売値要因のみ）

コスト差等売値差
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1,055 1,099

84

61

0

500
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住宅概況

(億円)

+44
+4.1%

事業別増減分析

売上高 営業利益

＜概況＞
・建築請負部門

・戸建住宅「へーベルハウス」と集合住宅「ヘーベ

ルメゾン」の引渡戸数が減少したことなどから、

前年同期比減収、減益となった。

・建築請負部門の受注高は、集合住宅を中心に

順調に推移したことなどから、前年同期比7.7％

増の受注となった。

・不動産部門、リフォーム部門等
リフォーム部門で改装・設備工事を中心に受注

が増加したことや、不動産部門で大型分譲マン

ションの引き渡しが増加したことなどから、前年

同期比増収、増益となった。14年度1Q 15年度1Q 増減

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益

建築請負部門
（旭化成ホームズ）

772 61 706 25 ▲66 ▲36

不動産部門
（旭化成不動産レジデンス）

159

23

260

35

101

13リフォーム部門
（旭化成リフォーム）

118 129 10

その他住宅周辺事業等 6 4 ▲2

合 計 1,055 84 1,099 61 44 ▲23

(億円)

▲23
▲27.9%
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住宅／売上高*1、受注高の状況
（単位：億円、（　）内は対前年同期比）

他 受注残

11 上期 1,894 (4.2%) 1,459 (16.3%) 15 406 (8.3%) 2,000 (15.2%) 4,030

下期 1,825 (5.6%) 1,937 (9.7%) (14.2%) 2,520 (6.9%) 3,918

通期 3,719 (4.9%) 3,396 (12.4%) (11.8%) 4,520 (10.4%)

分譲 賃貸 他 合計

12 上期 2,075 (9.5%) 44 233 11 288 12 2,130 (6.5%) 4,415

下期 2,049 (12.3%) 162 245 11 419 7 2,731 (8.4%) 4,446

通期 4,124 (10.9%) 206 478 22 706 19 4,862 (7.6%)

13 上期 2,519 (21.4%) 1,810 (12.1%) 45 262 14 321 8 2,384 (11.9%) 5,199

下期 1,694 (▲17.3%) 2,131 (3.5%) 248 279 11 537 11 2,960 (8.4%) 4,815

通期 4,213 (2.2%) 3,941 (7.3%) 293 541 25 858 19 5,344 (9.9%)

14 1Q 992 (▲11.3%) 772 (7.7%) 9 144 6 159 6 1,055 (7.3%) 5,057

2Q 1,184 (▲15.5%) 1,107 (1.3%) 89 149 9 247 6 1,505 (7.5%) 5,163

上期 2,176 (▲13.6%) 1,879 (3.9%) 98 293 14 406 11 2,560 (7.4%)

下期 2,080 (22.8%) 2,162 (1.5%) 180 318 16 514 9 2,958 (▲0.1%) 5,145

通期 4,257 (1.0%) 4,042 (2.6%) 278 611 31 920 20 5,518 (3.3%)

15 1Q 1,068 (7.7%) 706 (▲8.6%) 88 166 7 260 4 1,099 (4.1%) 5,535

2Q予 1,212 (2.3%) 1,119 (1.1%) 13 168 12 193 3 1,461 (▲2.9%) 5,666

上期予 2,280 (4.8%) 1,825 (▲2.9%) 101 333 19 454 7 2,560 (0.0%)

237

118

119

1,614

不動産
部門売上高

(26.5%)

(▲35.7%)

3,673

受注残

465

887

リフォーム
部門売上高

他

請負受注高 請負売上高 分譲売上高

請負受注高 連結計
建築請負

部門売上高

(▲14.7%)

連結計

216

247

463

関係会社等

2,059

245

281

526

263

273

536

118

145

129

274

145

*1 2012年度より「建築請負部門」、「不動産部門」、「リフォーム部門」の区分にて表示。 従来の分譲事業売上高は、建築請負部門と

不動産部門に分けて算入。
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数量差 コスト差等売値差

建材概況

＜概況＞
軽量気泡コンクリート（ALC）「ヘーベル」や高

性能フェノールフォーム断熱材「ネオマフォー

ム」の販売が堅調に推移したことなどから、前

年同期比売上高は横ばい、営業利益は増益と

なった。

(億円)

▲1
▲0.6 %

+3
+36.3%

売上高増減分析

数量差 その他差売値差

営業利益増減分析

売上高 営業利益

-1 1 0

-1 1 4
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30

60

エレクトロニクス概況
(億円)

+33
+9.2%

売上高増減分析

営業利益増減分析

売上高 営業利益 ＜概況＞
・電子部品系事業

水晶発振器用ICの販売量が減少したが、円安の

効果に加え、スマートフォン向けでオーディオデ

バイスやカメラモジュール用電子部品の販売が

順調に推移したことなどから、前年同期比増収、

増益となった。

・電子材料系事業

リチウムイオン二次電池用セパレータ「ハイポア」

の販売価格が下落したものの、円安の効果に加

え、各製品において高機能製品を中心に販売が

堅調に推移したことなどから、前年同期比増収、

増益となった。
32 0

+11
+27.4%

数量差 為替差
（売値要因のみ）

その他差売値差

数量差 為替差
（売値要因のみ）

コスト差等売値差

5 -21

32
-5

23 -21
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医薬・医療概況

＜概況＞
・医薬事業

研究開発費などの販管費が増加したものの、骨粗
鬆症治療剤「テリボン」や血液凝固阻止剤「リコモ
ジュリン」などの販売量が増加したことなどから、前
年同期比増収、増益になった。

・医療事業
円安の効果に加え、透析関連製品やアフェレシス
（血液浄化療法）関連製品の販売が堅調に推移し
たが、海外販売会社における販管費が増加したこ
となどから、前年同期比増収、微減益となった。

＜トピックス＞
・デュピュイトラン拘縮治療薬「ザイヤフレックス」に
ついて、国内での製造販売承認を取得。（７月）

(億円)

+28
+7.9%

+11
+13.7%

売上高増減分析

営業利益増減分析

売上高 営業利益

29 -6 5 0

20 -6 5 -8

数量差 為替差
（売値要因のみ）

その他差売値差

数量差 為替差
（売値要因のみ）

コスト差等売値差
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医薬・医療／売上高内訳
（億円）

15年度

1Q 上期 1Q

医薬事業 国内医薬 180 381 197

　　　　　その他 11 24 14

191 405 211

医療事業 166 327 174

357 733 385

<主要医薬品の国内売上高> （億円）

15年度

1Q 上期 1Q

 テリボン 56 125 70

 フリバス 33 65 33

 リコモジュリン 25 55 29

 エルシトニン 16 33 14

 ブレディニン 14 28 14

14年度

14年度

医薬・医療　計

計



医薬／研究開発の状況
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開発コード・剤型
（一般名）

区　分 薬　効・分　類 適　応　症 自社/導入 備考

承認
「ザイヤフレックス」

ＡＫ－１６０注
新成分新薬

細菌由来の
コラゲナーゼ製剤

デュピュイトラン
拘縮

導入

フェーズⅢの品目
ＡＫ－１５６注

（ゾレドロン酸水和物）
新効能・新用量

医薬品
骨吸収抑制剤

(ビスフォスフォネート)
骨粗鬆症 導入

年1回
投与

フェーズⅡの品目
ＨＣ－５８注

（エルカトニン）
適応拡大 カルシトニン製剤 肩手症候群 自社

ＡＲＴ－１２３注
（トロンボモデュリン　アルファ

（遺伝子組換え）)
新成分新薬 血液凝固阻止剤

凝固異常を伴う
重症敗血症

自社

ＨＥ－６９
（ミゾリビン）

適応拡大 免疫抑制剤
ループス腎炎

ネフローゼ症候群
自社

フェーズⅡの品目 ＡＫ１０６ 新成分新薬 抗炎症剤 関節リウマチ 自社

探索・基礎研究　

海

外

成熟化・高齢化社会の中で、健康で快適な生活を送りたいという人びとの願いに応えるために、整形外科領域や泌尿器領
域を中心に「未だ有効な治療方法がない医療ニーズ（アンメットメディカルニーズ）」の解決に取り組んでいます。自社技術の
絶えざる革新と、世界の優れた技術とのコラボレーションを積極的に推進し、世界に通用する新薬の創出を進めています。

国
　
　
内

フェーズⅢの品目
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クリティカルケア概況

＜概況＞
営業活動強化に伴う販管費が増加したが、着用

型自動除細動器「LifeVest（ライフベスト）」の業績

が引き続き順調に拡大し、その他の除細動器な

どの販売も堅調に推移したことから、増収、増益

となった。

(億円)

売上高 営業利益

（億円）

1Q 1Q

233         481         625         1,106      327         670         

事業利益 29          66          110         176         52          114         

 のれん償却額 -18         -37         -43         -79         -22         -45         

 無形固定資産償却額等 -13         -27         -29         -56         -15         -29         

償却額合計 -32         -63         -72         -135       -37         -74         

-3          3            38          41          15          40          営業利益（連結）

売上高（連結）

15年度

上期 下期

14年度

年間
上期
予想

+94
+40.6%

+18
–

＜参考：クリティカルケア事業業績推移＞


